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二化螺虫ω後生諒察に関ナる基礎的研究第8報
二化摂虫の休日民に就い τ(2)
深谷昌衣・金子 武
I緒雷木暮博士(19，>0)は家躍に於て休
眠そ左おする物賀会慣定、これを越年性物質さ
名付け、この物質は上議後羽化までの聞に於τ
は高温接鯛によっτ蓄積され、卵期後の高温接
簡によっτ破壊されるこさ令指摘したが.第2
化期のこ化螺虫の掛合でも卵期の高温(30-31
・p)接簡によっτ最高4V%の歩合で不休眠虫の
接現するこさが確められた(深谷.1948)。併し
卵期成は更にさかの悟って輔期又は幼虫末期の
接簡保件によっτは不休眠虫の鷲現軍事や100% 
までに高めるささが出来ゃしないかさの疑いは
残る。
著者はこのような可能性ぞ確めるために高一
低温が卵の初期或ほ後期に針しτ.ぎのような態
響ぞ奥えるかや先歩按討して見大a
ニうした賓験の結果はまた所調2化地帯に於
けや二化摂虫が年によっ支は3化し得るヵ、どう
かさいう基本的な問題の解決じも寄典する所が
少〈ないであろう、q
2材料及び方法 供試したこ化膜虫は倉，
敷ilのものであっτ、卵は青色葺・光燈に飛来し
た雌蛾に白衣する所請前夜卵で貰験の便宜上模
.這-紙上に産下されたものぞ使用、これぞ小型ヵ・
ラスチユF プ内年二枚容、綿栓~施し越売して飽
和滋度下に置いた。
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卵樹tニ於りる高温、低温の交互主義-鰯は上に固
示した要領で行ったq
卿化じた幼虫は初め数民自~1組さしてこれに
10ャ12c.mの長さに切った稲輩を供奥L 倒立じ
た試験管内に入れ綿栓~施し、こ章式f多弐援の
定i晶器内に牧容、大臆2日毎に華令夏新したo
而して幼虫が2齢末期乃至は3齢初期じなって
から 1硯つι分離して飼育するようにしたo倫
試験管内掛度は常に飽和月浦空に保たれた。
3.実験結果卵期に及隠す高温及び低温接
鰯の影響令ぞの踊1持率1こょっτ調〈て見るさ第 ‘ 
'" 1表浪ぴ第2表の如くになる。
向、各匝に於ける卵期間が温度的積算量に係
りな〈略々}致しているこさはー臆注目すべ舎
である q
次に操谷が1.)4EY-w1947年t二寅験し合恥卵期
第 1表 2100，31・E凌互鐙温が踊化事
に及tきず影響 (19t8)
u{ I供試命敏 l踊化轡開
???
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(~監修研Z担当E以後鯵 II~ 57-;)8頁 1948) -:-17-
第2表 15・C ， S~・0交互艶温が嫡化運事
に及陪す影響 (1948)
直 l供試段象1腕化寧開
B 1印 1，1.3 
F 160 7.8 
G 150 5.3 
E 150 4.0 
能関温度さその輔化君事ミの関係や表示するさ第
3表の如〈になる。
第3表卵期傑件さ輔化率(1946-1947)
卵期温度 幼怠t潟むC温〉度I供試過敏 踊化寧くOC) tラ，")白
1l1l.0C暗占 311.0 29 。
1l7.0(暗〉 31.6 49 16.1 
29.7(暗〉 31.0 31 82.3 
31.0(暗〉 31.0 105 4Ji. .，
'Sl.O(明3 31.0 63 品2.9. 
33.0(!P.I) 31.0 23 4.4 
備考:第1袋~第3表編イヒZ停は般化50日後K調査せi
るもの・である 6
この成舗によるさ卵期を遁じて ~2・0 じ接簡
させるさ幼虫は 100.%休眠には入り踊化するも
のは皆無さいうこさじなる。併し第 1表及び第
2表にも示されるように卵期間の1都分を低温
ι接鮪させたt!けでは完全じ休眠そ誘起するこt
さは出来ない。
不休眠虫の幼虫期聞は卵期保件に殆ど影響さ
れないで戸定しているこさは前報同様である。
4.考 察二化螺虫の幼虫期聞が卵期に於
tる接燭i晶度の高低t二ょっτ大き〈支配される
こさ、 @pち低i且接鯛じよって幼虫の休眠を誘起
きせ、高温接鵬じよって不休眠虫を現出させ得
る事は著者の屡キ指摘した所であるが、この置
散の結果によるさ温度の影響は卵末期に於て特
じ彊〈働〈ものの様である。第 1表の結果から
卵の聾育各期に及怯す低i晶、高温の影響がflJる
のであるが、高温、低温の影響が末期に於て強
〈出る事が窺われる。併し、 D匝t二卦ける如〈
高温、低温、荷温の接鰯はかえって輔化寧t二蕗
膨響を輿える亭が明カ、じされた。 1["・cの低温 l
は1日の接鮪t二よっても策2表成績t二見られる
ような顕著な蛸化率の低下をひき起すが.しか
もそれは卵末期に至る程強いこさが窺われる。
こうした事寄は硫酸ニコチシの旗卵に及陪す
殺那蚊呆が卵鷲育の末期に及ぶ龍強くなり、そ
れは恒子内神経系統の分化さ密接な関連令有す
るこさ h 思い合わせて興味深い白二化眼底は終
令期に建して休眠するものさ一般には考えられ
ているが、所謂休眠的徴候は幼虫の令顕間延長
さいうときによって2-3令明から窺知するこ
さが出来るのである。而して従来の賓験結果か
ち休眠、不休眠が卵期、或はそれ泊前に於τ決
定され得るさいうこさは否定出来ないようであ
る。今までの所卵の後半期に於砂る島理じよっ
て lOd%休眠虫ぞ現出させる可能性はあるが完
全に不休眠虫ぞ作り出すこさは由来ない。併し
休眠決定の慢機は匝子内に於妙るある器官一家
震に於りる前胸帯賦腺或は CorpJlS1l1latumの如
き化踊ホル毛ン及び脆皮ホル毛ン分泌tご闘典す
る糠官ーの費生分化に関連するさ考えられない
こさはない。
L.-."jJ二休眠離脱後の幼虫金一定時間低温(-
10.のそのに接摘させるさ再び休眠する事貰〈事
費表〉及びある期間の低温接蝿なじi二(休眠離
脱前〉いきなわ幼虫に高温f接摘を行うさ休眠
期はかえって延長するさい5事賓もあるので.
休眠は化輔、脆良さいう櫛Eの障害、換言すれ
ば1種の腺活動の阻害さじて考えられるのであ
る。休眠をこうした基本的務室の分化成はその
活動さ結びつけ尤考える時、それが必しも特定
の候件によっτのみ誘起きれるもめでないこさ
叉嘗探そうな〈て然るべきこさが績かれるので
ある。
最後t二附言Lなければならないこさは本年度・
〈四48)室内飼育のこ化蝶虫の中、 8月白日採卵
のものの中から 3化する個檀;を多重量生じたこさ
である。併しこれは卵期の嘩境温度が不休眠忠
告生守る保件を充した釈らであって、こ‘に2
化地帯i二於ける 3化費蛾の可能性が貰寵された
わけである。
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